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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・定期採血、検尿は1/5、1/6の2日間となります。

＜患者様連絡事項＞

・藤村　悦子様～八戸赤十字病院受診は、10日前後の空きなく予約とれないとの事です。13日移行調整中。それまでの他科薬は、当院処方対応で薬局へ依頼していく必要あり。受診日決定しだい何日分必要か事前に薬局へ連絡する事とします。⇒1月17日の予定。八戸赤十字病院からのFAXまちです。情報提供所の準備はできています。

・稲垣　恵利子様～1/11(水)の青山荘日中体験利用の予定。体験利用料として270円。

・宮本　建蔵様～本日、特定相談支援事業所「青明舎」スタッフによる聞き取り調査行っています。契約書にサインしています。質問の受け答えは出来ています。青山荘退所後は、軽米の実家に住みたい、仕事したいという思いはあるが、その頃には64～65歳になる為、出来るか分からないと話しています。叉、退院したらもう入院しないようにしたいとも話しています。プラン作成していく事説明受けています。

・大下　伸治様～本日よりDC体験利用実施しています。習字と今年の抱負を発表して来たとの事です。姉様2名、来院されていますが、DC体験利用中であった為、本人へは会わずに帰られています。菓子類と3千円預かり、本人へ渡しています。眼鏡の調整の為の道具あり、使用後姉へ返却します。（その間スタッフ預かる）小遣いについて、以前は2～3千円だったのが、最近は1万円程使っている為、使いすぎてないかと姉よりお話しあっています。天ぷら作ってきて欲しいと本人から要望あったとの事だが、持ち込みできない事説明しています。次回は、15日過ぎに来院するとの事です。

＜要注目患者様について＞

· 原　吉郎様～下肢が痛いと不調を訴え、プログラムの移動拒否的ではあったが、スタッ

フ介入にて、エレベーター使用しながら移動しています。昼食時より「死ぬ、死ぬ」との独語続いており、表情の険しさみられています。12:40息苦しいと切迫した様子である為、不穏時の継続指示レボトミン（25）1T服用しています。

・五日市　規様～血圧は安定してきていますが、昼の血圧は152/89mmHg。幻聴妄想の訴えや行動はなく経過しています。

・畠山　正雄様～特定の女性スタッフを凝視していることあります。退勤後は、ホールにはおらず、各プログラム取り組めています。空笑は目立たず、不調の訴えはありません。

・若松　千代司様～畠山様の電気シェーバーを自分のタオルにつつみ囲っていることあり、介入しています。

・上村　みわ様～プログラムの拒否や入浴の拒否みられます。午前は、トイレットペーパー使い過ぎにより、トイレをつまらせています。注意していますが、「無料だから私は、いくら使っても良いって」と話し、了解悪いです。

